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The Great Gatsby 翻訳
──オールド・スポートと比喩的表現──
Gatsby Translation : In the Case of































た。Nida が自著 Toward a Science of Translating : With Special Reference to Principles





原文テキストとして F. Scott Fitzgerald（1896-1940）による The Great Gatsby
（1925）を選定し、翻訳テキストとして現存する 9翻訳の中から 3翻訳を選定した。























D. Salinger（1919-2010）の The Catcher in the Rye（1951）、Ernest Hemingway（1899-





表Ⅰ The Great Gatsby 日本語翻訳
出版年 翻訳者 翻訳タイトル 出版社
1957 野崎孝（1917-1995） 偉大なるギャツビーアメリカ文学選集 研究社出版
1957 大貫三郎（1916-2003） 華麗なるギャツビー 角川書店
1974 野崎孝 グレート・ギャツビー 新潮社
1974 橋本福男（1906-1987） 華麗なるギャツビー 早川書房
1978 守屋陽一（1930-1999） 華麗なるギャツビー 旺文社
1979 野崎孝 偉大なギャツビー集英社版世界文学全集 集英社
1994 野崎孝 偉大なギャツビー 集英社
2006 村上春樹（1949-） グレート・ギャツビー 中央公論新社




















め、“old sport”から 2例、比喩的表現から 3例を抽出して分析するにとどめたい。








文化に深く根差しているものから、Shani Tobias も“there is never ‘equivalence’ . . .
the translation process involves interpretation and a mapping of linguistic, semantic, and
64





事例 A “old sport”




スピーカーに取材してみた。一人は Blair Matangi で、Cambridge 大学卒業生である。
「“old sport”は 19世紀から 20世紀初頭にかけて使われた少し古いイギリス英語表現
で、上流階級出身の男子だけが仲間内で使用したものである」というものであった。
もう一人は Tina Ottman で Oxford 大学出身である。「“old sport”は古いイギリス英語
表現で Eton や Harrow などのパブリック・スクールへ通うエリート男子生徒の中で
使用され、このような学校はたいてい Oxford や Cambridge 大学または Sandhurst
Military Academy へ生徒を送り込んだものだ。しかし、今日ではこの語を聞けば少し
古風に感じるだろう」というものであった。














この小説中、この語は 45回発現し、その内 42回は Gatsby が、2回は Tom が、そ
して、最後に Gatsby の死後、この小説の語り手であり、登場人物の一人でもある






では、実際に事例を分析してみたい。事例 1は Gatsby の風変わりさを示唆する部
下への使用例で、事例 2は Tom から Gatsby に対して発話されたものであり、Tom
が激怒していることが示されている。
事例 A-1 “Yes, . . . Well, I can’t talk now . . . I can’t talk now, old sport . . . I said









用している。Nick の説明によると Gatsby の発話は常に“［Gatsby’s］elaborate formal-




















Plaza Hotel において、Gatsby, Daisy, Tom, Nick たちが集まっているところで、
Daisy を間に挟んで Gatsby と Tom は一触即発の状況にある。そんな時に、Gatsby が
Tom に対して言った言葉、“Why not let her alone, old sport?”（163）が Tom の激怒を


































Future Understanding Through Reading Readers' Attitude
Read Book Watch Film









Completely Vaguely Not at All















問題をカタカナ訳「オールド・スポート」に戻すと、Theodore Ted Goossen はカタ
カナのまま置くことに次のように賛同を示している。“When he［Murakami］comes to
a crucial yet untranslatable phrase such as“old sport,”he has the option―which he takes







































Oxford 卒気取りに合うし、Tom は下目に見ている Gatsby から自分の妻をめぐる諍い
中に「君」と呼びかけられたら多分激怒するのではないだろうか。
事例 B 比喩的表現
先述した通り、The Great Gatsby は比喩的表現を多用した美しい文章で知られてい
る。この比喩的表現翻訳を巡って 3翻訳者の手法を分析考察し、効果的な翻訳手法を
得ることはこの小論の第 2の目的である。比喩的表現の分類は Yoko Hasegawa の
“figurative meaning”（85）（The Routledge Course in Japanese Translation）によった。
各事例抽出のポイントとなるところは次の通りである。
事例 1は“the world and its mistress”（78）がメタファーであり、この語句をどう訳
すかがポイントである。
事例 2は 2つのセンテンスからなっている。2）－1の方は Daisy の声を“full of
money”（154）と例えるメタファー、2）－2の方は Nick の Daisy の声に対する再認






事例 B-1 “On Sunday morning while church bells rang in the villages alongshore,
the world and its mistress returned to Gatsby’s house and twinkled hi-













In his blue gardens men and girls came and went like moths among the whisperings
and the champagne and the stars. . . . On week-ends his Rolls-Royce became an omni-
bus, bearing parties to and from the city between nine in the morning and long past




とはいうものの、“the world and its mistress”とは何を表しているのだろうか？上の
引用を見ると、土曜日曜といえども朝から夜中までパーティ客が押しかけて来ている
ことがわかる。多分“the world and its mistress”は町からやって来た男女であろう。
日曜の朝にパーティとは少し奇妙だが、そこは Gatsby のことだから何でも起こりう
るということを Nick による上記描写が示唆している。















この事例は Daisy の提案でニューヨークの Plaza Hotel へ出かけようと準備をする
Tom たちを待っている少しの間に、Tom の邸宅の玄関で Gatsby と Nick が交わした
Daisy の声についての会話の一部である。Nick が何か言おうとした時に、Gatsby が
それを引き取って、”full of money”と表現した。この言葉を受けて Nick は Daisy の
本質について理解するが、その理解の内容が次に続く彼のナレーション、“It was full
of money―that was the inexhaustible charm that rose and fell in it, the jingle of it, the
cymbals’ song of it. . . . high in a white palace the king’s daughter, the golden girl. . . .”
（154）によって美しく説明されている。それは、Daisy の属する階級が上流であるこ
とを再認識し、実は貧農の出身である Gatsby が Daisy の愛を獲得することの不可能
性を示唆するものである。そして、その後 Plaza Hotel では Gatsby と Tom の諍いが














ならないのである。続く Nick のナレーション、“. . . that was the inexhaustible charm
that rose and fell in it, the jingle of it, the cymbals’ song of it . . .”（154）がその声の美
72
しさを証明している。
事例 B-2-2 “the inexhaustible charm that rose and fell in it”
上記 Nick のナレーションの中から Daisy の声についてもう少し着目したい。この
ように美しい彼女の声については、彼女に思いを寄せる男性にとって抵抗できないほ
どの魅力をたたえていることが以下のように別の箇所でも Nick が説明している。
low, thrilling voice. It was the kind of voice that the ear follows up and down, as if
each speech is an arrangement of notes that will never be played again. . . . an excite-
ment in her voice that men who had cared for her found difficult to forget : a singing
compulsion, a whispered“Listen,”a promise that she had done gay, exciting things































この例文は Nick の心の中での思考である。しかし、Fitzgerald は主語を Gatsby や
Nick とせず、“we”とすることであくなき夢に向かって人生を漕ぎ進む我々自身と
し、テーマを普遍化した。この事例の一つ前の文は“To-morrow we will run faster,






で表している。さらに、ここは Nick が Gatsby と彼自身のことを深く理解した場面
でもある。Gatsby の夢は金や Daisy を手に入れることばかりではなかった。もっと
大きな自分の夢に向かって一直線に努力していたはずだったのだ。ただ、悲しいこと
に現実には夢を掴むことはなかなか難しい。この文章、“He did not know that it was
already behind him . . . Gatsby believed in the green light, the orgastic future that year by
year recedes before us”（233）が示す通り夢はもう彼を置いて先へ行ってしまったの
だということに彼は気付けなかった。




はある種の希望があったはずで、先の“To-morrow we will . . . And one fine morning
──”（233）も同時に考え合わせると、この最後のフレイズはポジティヴな含蓄も含
んで終了するはずである。










“boats”である。“we”は一般化された人間を表し、“we beat on, boats against the cur-
rent,”（233）は人々の夢を掴もうと未来に向かう絶え間ない努力を表現している。
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